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学校経営の重点 「高みをめざす」 

① 一人ひとりを大切にする、生徒指導の実践 

② 多様性を認め、人権を意識した教育活動の展開 

③ ボランティア活動、読書活動の推進 

④ 相手に軸足を置いた、保護者への対応 

⑤ 部活動や体験活動等における、地域との連携 

⑥ 指導のベクトルを合わせ、業務の平準化と働き方改革の推進 

めざす 生徒像 

・自分の考えを持ち、進んで自分を高めて 

いこうと努力する生徒 

・優しい心と逞しい身体を備え、人と協調し 

相手を思いやることができる生徒 

・場に応じてさわやかな挨拶のできる、 

礼儀正しい生徒 

 

めざす 教師像 

・未来を見据え、教育環境や社会の変化に 

  適切に対応することができる教職員 

・一人ひとりの違いを理解し、対話を大切に、 

生徒の活動意欲を高めていける教職員 

・教育への情熱を持ち、明るく健康でライフ 

ワークバランスが取れる教職員 

 

研究主題 

『一人ひとりが主体的に学び、取り組み、行動できる生徒の育成』  

～学んだ知識や技能をアウトプットする授業づくり～ 

 

 

家庭・地域社会との連携による開かれた学校づくり 

・学校運営協議会の充実    ・小学校、幼稚園との連携や交流  

・ＨＰ等を活用した情報の提供 ・教育活動の地域や家庭への積極的な開放 

市川市教育振興基本計画 

「人をつなぐ 未来へつなぐ 市川の教育」 

学校教育目標 

やさしく たくましく 生きる人間に成長しよう 「優」「逞」 


